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論文及び審査結果の要旨 
本論文では人体近傍に取り付けられた各種無線機器間の通信を行う人体通信システムにお

いて，無線通信回線の安定化をはかり通信のセキュリティの向上も実現できる補助伝送線

路の検討を行っている．2 章は人体通信システムに無線を適用するための課題を明らかにす

ることで補助伝送線路を導入する利点を明確にしている．3 章では人体への装着を容易にす

るために単層構造で実現可能なコプレーナー線路で縦列接続型の共振器を接続し，任意の

場所で外部アンテナと特別な結合器を介さず結合できる新たな構造の伝送線路を提案して

いる．従来の補助伝送線路で不可欠であった地板層を同一面内に構成できる新たな構造を

採用することで，補助伝送線路の衣類などへの組込を容易にした．さらに，無線 LAN に用

いられる周波数帯を例として，可塑性に優れた導電性インクを用いた紙基板で線路を構成

できることを実証し，人体通信用の補助伝送路として有効であることを，人体ファントム

および実人体を用いて確認している．また，無線機器を人体近傍で用いるときの電磁波強

度に関する安全基準についても検討を行い提案した伝送路が十分な特性を有することを明

らかにしている．4 章では補助伝送線路を人体通信システムに使用することを前提として，
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外部アンテナとの結合についての検討を行った．様々な外部アンテナ配置法に対して提案

した補助伝送線路が有効に利用できることをシミュレーションおよび実験にて明らかにし

ている．5 章では，外部アンテナの配置法を限定することで，幅の狭い導体線路を補助伝送

線路に利用する手法を提案している．特に人体と線路の間に外部アンテナを配置する構成

では，人体腹部と背面との見通し外通信における伝送特性を飛躍的に改善できることを明

らかにしている．以上の研究は人体通信システムに対して，安定的な通信路が補助伝送線

路によって提供できることを明らかにしており，博士論文として十分な内容を持つものと

認められる． 

 


